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環境負荷低減のクロスコンプライアンスの「報告」「確認」について①

〇 「報告」については、各事業の実績報告等の際に、報告書の⼀部として、取組を実施したことをチェックした
チェックシートを提出することを基本とする。

〇 実績報告等の⼿続きがない事業は、翌年度の申請時にチェックシートを提出する等により対応。

１．「報告」の実施⽅法（令和７年度予算より試⾏実施）

１

〇 事業申請時等にチェックシート提出を⾏っている全ての事業（ア）対象事業

（イ）実施⽅法

〇 事業担当者（本省・農政局等）は以下を実施。
① チェックシート提出等の有無の確認。
② 該当する全ての項⽬にチェックがついていることの確認。

（ウ）事務内容

「報告」の実施⽅法事業の例（対象件数）対象

事業の実績・完了報告等の時に、
提出資料の⼀部として
チェックシートを提出

強い農業づくり総合⽀援交付⾦
（うち産地基幹施設等⽀援タイプ）
（約30件/年）実績報告等の

⼿続きがある事業
農⼭漁村振興交付⾦
（メニューにより最⼤数百程度）

翌年度の申請時に
チェックシートの内容を確認し
申請書にチェックして提出

経営所得安定対策（ゲタ、ナラシ）
実績報告等の⼿続きがなく、
毎年度事業申請が⾏われている
事業 ⽔⽥活⽤の直接⽀払交付⾦

（29万件/年）

ゲタ ︓４万件/年
ナラシ︓６万件/年



環境負荷低減のクロスコンプライアンスの「報告」「確認」について②

２

確認⽅法
（地⽅局（拠点含む）のみどり担当者が確認）

確認項⽬
（解説書のチェック項⽬）チェックシートの項⽬

確認項⽬（左欄）のうち実施した項⽬について、
その実施状況を聞き取り・⽬視確認（写真で記
録）

①肥料を直射⽇光や⾬のあたらない場所に保管する。
②保管場所を定期的に清掃する。
③肥料の⼟壌（地下⽔）や河川への浸透・流出を
防ぐため、肥料を⼟の上などに直置きしない。

④肥料袋に破損がないか確認する。

肥料の適正な保管

確認項⽬（左欄）のうち検討した項⽬について、
その内容を聞き取り。

①地域の施肥基準や栽培暦に基づく施肥設計を検討
する。

②前作の収量等に基づく施肥設計を検討する。
③⼟壌診断（EC、pH等の簡易測定を含む）に基づ
く施肥設計を検討する。

作物特性やデータに
基づく施肥設計を検討

２．「確認」の実施⽅法（令和７年度予算より試⾏実施）
〇 国の事業担当者が、チェックシート提出者の中から抽出して、対象者を決定。
〇 国のクロコン担当者が、現場での聞き取り・⽬視により実施。

※ 取組内容に応じて、可能な場合には農薬、肥料、電気・燃料の使⽤記録等を確認。
※ 個別訪問だけでなく、地⽅⾃治体やJAと連携した会議（普及組織やJAの⽣産部会の集会など）の場を活⽤し、集団で確認を⾏うことも可。

※ 実践されていない場合は改善指導。（令和９年度以降︓複数回にわたる指導を⾏っても改善が⾒込まれない場合に
ペナルティ措置を実施。）

※ 仕様書に基づく事業については、完了検査等の際に取組状況の聞き取り等を実施することを検討。

〇 国の事業担当者が、チェックシート提出者の中から抽出して、対象者を決定。
※ 受益者の平⽅根で抽出を参考に、今後検討
（受益者100→対象者10、受益者1000→対象者31、受益者10000→対象者100）
実施例︓⺠間認証GAP（ASIAGAP、JGAP等）の団体認証において、構成員数の平⽅根で審査対象を抽出




